
 

 

1 

 今回もご近所ならではの情報が入ってきたので、くどいようですが神奈川のお台場を取り上げさ

せて貰います。そして、それに付随する「象の鼻」の話です。うさおの周りにも、根っからの「浜っ

子」は大変少なくなったようです。お向かいに住まわれていた「NOBORU」ちゃん（子供の頃に遊んで

もらったお兄ちゃんですが、もう還暦を過ぎています）も家を売って引っ越すとのこと。寂しいなあ。 

 うさおの両親は横浜で生まれ育ちましたが、うさおは疎開先で戦後に生まれたので、生粋の横浜人

と呼ぶには抵抗があるけどね。だから、うさおも含めて横浜の郷土史を知っている輩は本当に少なく

なったと思うね。日出彦さんあたりが記憶のボーダーかな。 

まっ、兎も角も東京のお台場は知らない人はいないけど、神奈川お台場は忘れ去られているところ

です。最近、このお台場の南側の海を埋め立て超高層住宅が建てられ始めました。（17文字の抒情詩参照） 

by うさお 象の鼻編 by うさお 象の鼻編 

神奈川お台場辺りの上空写真

黄色の部分がお台場だった処

Google Earth より
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そんな時に「神奈川お台場フォーラム」が、

横浜港の波止場会館で開催するというので

早速行ってみました。波止場会館は大桟橋の

袂にある煤ボケた建物で大空襲にも焼け残

ったという風情の建物です。 

この海岸通には戦争当時には各国の領事

館や大使館があるところで、元英国領事館の

「開港記念館」もすぐ近くです。ホテル・ニ

ューグランドも焼け残ったところを見ると

米軍は意識してこのエリアを爆撃しなかっ

たのかも。 

逆に伊勢崎町周辺は焼け野原で、ここに農

園を作ったくらいですから。 

このフォーラムに市議さんだとかが来て、

初っ端の挨拶をされたのには閉口しました。 

長い挨拶の後は次の後援会があるからとそ

こそこに座をはずしました。それなら最初か

ら来なくても良いのにと思いつつ、1500円も

払ったのだからと配られたお茶をぐびり。 

講演者は横浜開港資料館の研究員西川武臣

氏で私たちが知らない資料を提示してくれ

ました。 

氏の講演の骨子は以下のとおり。 

「右図は「御開港横浜正景」と言い、横浜

開港資料館に所蔵されているもので、幕末に

刊行された地図です。下方の海中に突き出し

た五角形の構造物が神奈川台場で、市街地が

外人居留区を含めた開港場だったところで

す。東京湾の内にお台場が築かれるのは、西

欧諸国の黒船が日本の沿岸に現れるように

なってから、幕府は防衛のためにお台場を築

き諸藩に対してもお台場の築造を命じました。 

神奈川のお台場は横浜市神奈川区の海岸に、松山藩が万延元年

（1860）に築造しました。この地は現在では周辺部の埋め立てが進み、

かつての景観を知ることはできませんが、この台場は横浜市域唯一の

台場であり、横浜市の貴重な史跡になっています。 

この神奈川のお台場は、開港場に付随する施設として築造され、軍

事施設よりも諸外国の外交団や外国の国王・大統領の誕生日などに儀

礼として祝砲を発射する施設として利用されました。 

波止場会館 

昭和 25 年頃の関内牧場

横浜再現より

西川武臣氏 
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 お台場の築造には多くの人び

とが関わり、横浜市磯子区の旧家

堤真和家からはお台場築造に使

用するための岩塊を磯子の山か

ら切り出したことを記した古記

録が。また、保土ヶ谷宿の名主の

苅部清兵衛が台場築造費を幕府

に献納した古記録も残っていま

す。 

お台場の警備にあたった藩士や

兵士の様子を記した記録、幕末か

ら明治時代の台場の様子を描い

た絵地図も残っています。お台場

は観光地としても有名になり、多

くの人びとが巨大な石組みに驚

嘆の声をあげました。 

 残念ながら、台場は明治時代

末年から周辺地域の埋め立てが

進んだため、現在では石組みの一

部分が残されているにすぎませ

ん。震災と戦災で多くの史跡や歴

史資料を失いましたが、土中とは

いえ貴重な史跡が残されている

ことは大変喜ばしいことであり、

台場への関心が高まることを願

っています。（横浜開港資料館 H.P.）」 

 氏は史学博士の学位を持ち、す

こし斜に構えて喋る癖がありま

すが、熱心な口調で好感の持てる

お話でした。当日配布された氏の

資料を借りてちょいと加工をし

て見ました。つまり上の絵と同じ

ような画角にしてみました。とは

いっても Google Earth の機能を

借りただけですけどね。現代の地

形と比べてみると権現山などは

跡形もない状態で崩され、海だっ

たところがすっかり陸地です。こ

れでは昔の遺跡など判ろう筈が

ありません。 

神奈川お台場 

権現山 

奉行所 

東の渡り道跡 
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 どの位の大砲があったのかと言うと、次のよう

な記述があります。 

 １斤とはおおよそ 600g 程度のこと、60 斤とは

36kg のことかな？結構重いものが飛んでくるこ

とになるが、祝砲の時には空砲だからここでは弾

はいらなかったと思えるけど。12 斤、6斤の大砲

には備えの弾が無かったのでしょうか？ 

そんな風にも読み取れますよね。14 門の大砲があ

ったことは確からしいです。この砲台で何人かの

砲兵が亡くなっているもようです。（砲兵なんて、

なんて懐かしい名前でしょう。子供の頃に遊んだ

軍人将棋を思い出します。）その方々の鎮魂のた

めの「神奈川砲台招魂碑」があるんだって。浦島

町にある宗興寺の中に一般のお墓に混じってあ

ったため、つい最近まで誰にも気づかれなかった

そうです。以前にこのお寺さんに行ったときには、

浦島伝説とヘボン博士の碑に夢中で砲台までは

気が回りませんでしたって、それは 2001 年のこ
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と、まだこの碑は発見されていません

でした。お寺さんの入り口から、本堂

までの間の南側に安置されていました。

普通のお墓のようで知らなきゃ見逃し

ちゃいます。（「東京湾海堡ファンクラブ」

会誌より） 

 その当時の記述として米刊誌『ザ フ

ァー イースト：明治四年〈1871〉6.1. 

（陽暦）』に、神奈川砲台で爆発事故が

あり、１名が即死、ほかの１名は重傷

のち死亡との記載があります。また、

『東京横濱毎日新聞、明治十三年

〈1880〉6.24.』では、「さる 21 日は、

英國女帝即位の當日なれば正午十二時、

神奈川砲臺にても祝砲を放ちしが、同所

詰合の砲兵卒佐藤某はこの砲の内部を

掃除せんと筒先にて働き居たる折柄火

藥の筒内に殘居て忽ち爆発したれば憐

れや佐藤は身體微塵に砕けて死し居た

るに此の物音を聞附けて駆集まりたる

人々も詮方なく昨日同驛宗光（興）寺内に

埋葬したり 」 

『東京日日新聞、明治十四年〈1891〉2.9.』

の記事に、「神奈川砲臺 これまで神奈川の

砲臺においては、大砲の据方の適当ならざ

るため、傷害を被むりし者あること既に三

四回におよび足れば、今ど陸軍省にていよ

いよ据替となること決せられ、十四門のう

ち七門だけに着手なりしよし、又た是まで

は鋳鐵銃なりしを今度は銅銃とせられたり

とか」  

当時としては大砲の事故で死亡することは、

大変なことだったようです。でも考えて見

ますと、此の砲台の工事そのものも大変な

ものだったという記述があります。 

築造中にも結構たくさんの人が亡くなった

のではと思います。「死んでしまおか、お台

場へ行こうか、死ぬがましかえ、土かつぎ」

と歌われていますので、その人 たちの慰                  
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                             霊碑は無いのでしょうか？ 

今まで話題としてもあがってこ

ないですね。 

さて、実際のお台場の位置を西

川氏はこう推理しています。今の

ＪＲ貨物の軌道配置を参考に地

図に被せるとほぼ敷地の区切り

と一致しているようです。 

発見されている所は、碑の建っ

ている、元は海だった西の際と、

その下に位置する西取渡り道の

一部（台場公園の処）と東南の端

の高層住宅の開発を行う際に仮

設の駐車場で石積が発見された

処の 3箇所です。 

この南側の処を探しに行きま

したが、トンと見つかりません。 

いつもアンテナを立てていな

いとだめなのかなあ。一過性の見

学会が多いですし、平日も多いの

で、しっかり情報を掴むには早く

退職しなければいけないね。 

上の石の割り図は此の砲台を

造るときに使われたティピカル

なもの。本当に使われているのか

隅の石積で検証してみましょう。 

記念碑の在る箇所では中に入れますの

で、石積みの角を見てみましょう。あっ、

ありました、すりすりの刻みがはっきり見

て取れます。 

でも、此の刻みの意味は何でしょう。石

の大きさは他と比べて格段に大きいです

が、大型石材と木端口が同じなので、土工

さんがうっかり間違えないように、片方に

刻みを入れたのかも知れないね。 
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その他の石は、西の取渡り道の住宅街の

路地に見受けることができます。何かそこ

いら辺に転がっている普通の石に見えま

すがね。 

でも、地に埋まっていたものを転用した

ものだが、遺物だからどこかに持ってちゃ

りしたら怒られるだろうね。 

あっ、道路側に転がっているのは、物干

し台のコンクリートですから。（ちょいと

無理なギャグでした）(^^♪ お好きな方

には砲台仕様を乗せておきます。 

では、いよいよ「象の鼻」の話です。

確かに子供の頃に親父やお袋から「象

の鼻」という言葉を聞いたことがあり

ます。メリケン波止場に象の鼻があっ

たという話です。そう言えば長い間、

此の言葉は忘れていました。「象の鼻」

とは大きく曲がった防波堤のことで、

その曲がり具合から、その名が付きま

した。2ページ目の「YOKOHAMA CHART」

をご覧ください。この時代には直線的 
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な埠はありますが、まだ出現して

いません。 

その後の絵図を見てみると、そ

の形が様々に変化していること

が判ります。 

今残っている実物を見てみま

しょう。大桟橋に付随して横に伸

びているので唯の防波堤のよう

に見えますが、確かにコンクリー

トは古いし、先端の灯台らしきも

のもちょいと貧弱で電柱のよう

に見えますし、港町にあるような

ものです。 
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 その「象の鼻」を明治の時代のものに再

現する修復工事が行われており、6段階の

変化のうちどの鼻になるのかは知らない

が、「みなとみらい２１」の革新的な開発

と「赤煉瓦倉庫」や貨物線跡を用いた遊歩

道のようなレトロなものの継承も行われ

ているようです。 

此の遊歩道に立つと、クイーン、キング、

ジャックの３つの建物を見ることができ

ます。此の荷揚げ用のクレーンもできたら

そのまま残してほしい気がします。 

 

 

 

 

 


